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地区別懇談会、女性農業者・青年部役員との
懇談会開かれる



Ｐ２　地区別懇談会、女性農業者・青年部役員と
　　　の懇談会開かれる
　　　第96回臨時総代会の開催について
Ｐ３　総代研修講演会開催される
　　　あぐり広場
Ｐ４　牛乳・乳製品の消費拡大キャンペーン
　　　ホルスタイン年間乳量「世界記録を更新」
　　　　中美生　鈴木 進・賢 牧場
　　　 祥栄　竹澤 一彦牧場 「メムロボブサップ」号
Ｐ５　芽室町長芋生産組合冬期研修会
　　　「芽室町北海コガネ生産組合 新規耕作
　　　希望者向け説明会」を開催しました

Ｐ６　第22回めむろの恵みフェスタ
　　　ＪＡ女性部（女性部情報）
Ｐ８　ＪＡ　ＹＯＵＴＨ（青年部情報）
Ｐ９　ＪＡめむろ農畜産物加工調理体験施設「緑

のめぐみ館」利用料の改定について
Ｐ10　労災保険について
Ｐ11　こんにちは！経済部です
Ｐ12　自動車共済の保障内容のご確認をお願いします！
Ｐ13　ＪＡバンクからの大切なお知らせ
　　　高校生向けインターンシップを開催しました！
Ｐ14　農業者年金に加入して安心で豊かな老後を！
Ｐ15　理事会だより
　　　連載　ＪＡの基礎
Ｐ16　芽室町農協史
Ｐ18　ジョイライフネットショップ　

今月の

　地区別懇談会、女性農業者懇談会・青年部役員との懇談会が２月５日～７日の３日間、ＪＡ会議室で開
催されました。各会場あわせてのべ331名の組合員に参加をいただき、令和６年度事業方針について懇談
をおこないました。
　会場やＪＡコネクトなどでいただきました貴重なご意見ご要望は、「懇談会の主な意見 ･ 要望」として
まとめ、同封いたしましたのでお目通しください。

地区別・女性農業者・青年部役員との懇談会開かれる

女性農業者懇談会 青年部との懇談会

第96回臨時総代会の開催について
　令和６年度事業計画の設定についてなどを審議していただきます。
　総代会は総会に代わるべき機関として設定されており、組合員の代表であることの責務を認識いただき、
総代全員が出席くださいますようお願い申し上げます。
　なお、当日出席できない方は議決権行使書面、または委任状のどちらかの方法で議決権の行使をお願い
いたします。
　議決権行使書面による場合は、総代会前営業日（３月18日）の午後５時までに管理部管理経理課へ提出
願います。
　委任をされる場合は、委任状に必要事項を記入押印のうえ、
当日出席される総代または正組合員にお渡し願います。
　なお、委任を受ける場合は２名以上の委任を受けることが
できませんのでご留意くださいますようお願い申し上げます。

日　時　３月19日（火）
受　付　午前９時
開　会　午前９時30分
会　場　ＪＡ本部事務所　２階大会議室
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　２月８日、ＪＡ大会議室において、東京大学大学院　
鈴木宣弘氏を招き、20余年ぶりに見直される食料・農業・
農村基本法を踏まえ「これからの十勝農業について考
える」をテーマに講演会が開催されました。
　鈴木氏は農林水産省入省後の15年間、主に貿易問題・
国際交渉担当などを担い、退職後は農水官僚時代から
おこなう講演活動を年間約250回こなすほか、農業協同
組合新聞などへのコラム執筆や農政に係るテレビ出演
など多方面で活躍され、安全な食を支える農林水産業
の振興と地域活性化に尽力されております。
　講演には農協総代のほか、農協役員、農協青年部・
女性部の役員・支部長、町内関係機関など、110名の出席により盛会におこなわれました。
　講演では、食料安全保障の観点から「日本の食料自給率は種や肥料の自給率を踏まえて考えると10％あ
るかどうか。国内生産を増強しなければならないが、国内農業は生産コストが倍増しても農畜産物の価格
が上がらないため、廃業する経営体が激増しかねない状況である。不測の事態に国民の命を守ることが『国
防』であるならば、地域農業を守り、国民の食料が確保できるように普段から食料自給率を向上・維持す
ることこそが食料安全保障である。」と述べ、「海外からの輸入に頼り切っている今のままでは、物流が停
止した場合、国民の食料がなくなり、世界で最も餓死者が出る。農業が崩壊してしまえば、関連産業や農
協・生協、地域の政治・行政に至っても存続することはできない。200％を超える食料自給率を誇る北海道、
その中でも特に十勝において、今こそ協同組合や市民組織などの共同体的な力が自治体と連携して地域で
奮起し、その声や想いを国政が受け止め、日本という国全体としての動きにすることが必要である。その
ために、是非とも今日ここにいる皆様に頑張っていただきたい。」と語られました。出席者は皆、真剣な
面持ちで耳を傾け、盛会裏に終了しました。

総代研修講演会開催される

あぐり広場
◆趣味、特技は何ですか？
　映画鑑賞、野球
◆モットーは何ですか？
　挑戦なくして成功なし
◆自分の性格を一言で表すと？
　かなりの負けず嫌い
◆農家になって思うことは？
　誰でもなれる職業じゃないからこそ、この農業
という家業に誇りを持っています。
◆変わった取り組みはありますか？
　North Farmers（ノースファーマーズ）という
名前で YouTube 活動しています。
◆将来の仕事、プライベートでの目標は？
　10年後 20年後、大規模経営で大好きなトラク
ターを乗り回したい。そして、夏場もちゃんと
休みが取れるスタイルを目指します。

南新生農事組合

▲

谷口悠斗さん（22歳、３年目）
氏名（年齢、就農年数）

▲

谷口　将さん経 営 主

▲
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　１月14日、ダイイチめむろ店において、900㎖以上の
牛乳を１本以上購入のお客さまに対し、もう１本もら
えるキャンペーンを実施しました。
　本キャンペーンは、年末年始にかけて学校が冬休み
に入り、牛乳の消費が低迷することを受け、企画されて
いるものです。当日は午前９時の開店から実施し、500
本用意した牛乳はお昼過ぎに配布を終了しました。来
店したお客さまからは「毎日飲んでます！」「たくさん
飲んで酪農家を応援したい」などの声をいただきました。
　また、芽室町内の小中学校の児童生徒及び職員約
1,700人に牛乳引換券を配布し、１月８日から13日の期
間において、引き換えをおこないました。

　酪農家においては、飼料や燃料の高騰から酪農情勢は非常に厳しい状況にあり、牛乳・乳製品の消費低
迷も続いていますので、引き続き消費拡大へのご協力をお願いいたします。

　中美生の鈴木牧場にて生産所有の「ベルスマート　SS　
カリーウエブ　ET」号は、2021年に日本初の年間乳量３
万 kg 超えとして32,571kg にて日本記録を更新しましたが、
2023年は年間乳量38,429kgを記録し「世界記録を更新した」
としてオランダの世界的な乳牛雑誌「ホルスタイン・イ
ンターナショナル」にも紹介されました。
　鈴木牧場はこの他にも日本記録第２位の「ベルスマー
ト　オードリー　コントラスト」号（25,876kg）、第３位
の「デイベロツプ　モントーヤ　プリン　9190　ET」号
（25,440kg）を輩出しており、日本有数のスーパーカウ
牧場となっております。

　皆さんは、世界で唯一おこなわれている、帯広の「ば
んえい競馬」を見に行ったことはありますか？そのばん
えい競馬で驚異の成績を誇る、最強の馬がこの芽室町か
ら生産され、活躍している事をご存じでしょうか。
　ＧⅠ（重賞）レースで2018年から通算16勝、２着11回
は他に無い成績。
　「メムロボブサップ」号は、父「ナリタボブ・サップ」
号と、母「ピュアレディー」号の間で、馬主である祥栄
の竹澤一彦牧場にて2016年に産まれ、小柄な馬だったこ
とから思うような値段がつかず、販売出来なかった馬で
したが、騎手である阿部氏が将来性にほれ込み、ばんえ
い競馬に挑戦した所、最強のばん馬の誕生となったのです。
　現在８歳、まだまだ現役「メムロボブサップ」号の応
援をよろしくお願いします。

牛乳・乳製品の消費拡大キャンペーン

ホルスタイン年間乳量　「世界記録を更新」
中美生　鈴木　進・賢　牧場

通算成績97戦41勝重賞レース16勝（2024年２月現在）驚異のばん馬！
祥栄　竹澤　一彦牧場　「メムロボブサップ」号

牛乳消費拡大を呼びかけるＪＡ畜産課職員
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　１月22日、ＪＡ会議室にて芽室町北海コ
ガネ生産組合 新規耕作希望者向け説明会
を実施し、６名の方に参加いただきました。
　コガネ生産組合で取扱う特別栽培の北海
コガネ及び黄王南瓜の取扱要領や、認証制
度などについて重点的に説明をおこないま
した。
　また、当組合は役員だけではなく組合員
が㈱パイオニアフーズや組合員同士で親睦
を深めるため、交流会など活発な組合活動
をおこなっていることも紹介しました。
　参加いただいた方々からは、質問や意見
などが多く寄せられ、組合に対するご理解
をいただき、将来的に北海コガネの作付を
検討したいという声もいただきました。

「芽室町北海コガネ生産組合 新規耕作希望者向け説明会」
を開催しました

　１月25日、ＪＡ会議室にて芽室町長芋生
産組合冬期研修会（小山　勉組合長）が開
催されました。今回の研修会は Zoom を
使用したライブ配信とリアル開催のハイブ
リッド開催となりました。
　研修では、ＪＡ帯広かわにし青果部販売
課長 石郷岡 大介氏から、十勝川西長いも
の販売状況を中心にご講演いただきました。
令和５年産秋掘ながいもの販売は豊作だっ
たこともあり、例年以上に市場への販売強
化し、輸出も含め価格の安定を目指すとの
ことでした。
　続いてＪＡめむろ農業振興センター 坂
田職員からは、「2023年の振り返り」「所得
確保に向けて」という題材で、令和５年産ながいもの生育傾向や、経費をかけないことなど、様々な視点
から生産技術の説明受けました。
　最後に料理家の星澤 雅也氏から「手作りごはんと地産地消で家族と地球を救う」という題材で、日本
における食文化の大切さを伝えていただきました。講演後には、ながいも料理の実演会をおこない、試食
した組合員からはとても好評でした。
　今回の研修会は、販売面や生産技術に関する講演だけでなく、簡単に作れるながいも料理を披露してい
ただき、生産から食すまでを網羅した大変有意義なものとなりました。今後も生産組合として、関係機関
の協力のもと、組合員に対して有益な情報を提供できるよう取組みます。

芽室町長芋生産組合冬期研修会

料理家　星澤氏による「ながいも料理の実演会」

説明会のようす
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　１月25日、ＪＡ会議室で、女性部役員・支部長よ
り22名出席のもと、ジョイライフ商品の試食会及び、
Ａコープめむろ店との意見交換会が実施されました。
　ジョイライフ商品の試食会では、ホクレン帯広支
所生活課より土田氏と斉藤氏にお越しいただき、ロ
ールケーキなど計３種の商品の試食をおこないまし
た。試食会後には、ジョイライフネットショップの
ご案内もあり、「是非使ってみたい」といった声も
聞かれました。
　また、Ａコープめむろ店との意見交換会は、開催
内容を一新し、Ａコープ商品の試食を伴う意見交換
会を実施しました。「うまからザンギ」と「コロコ
ロオニオンコロッケ」をご用意いただき、商品や販

ジョイライフ商品試食会、
Ａコープめむろ店との意見交換会

廣江組合長との懇談会及び女性部懇談会

Ａコープめむろ店との意見交換会

廣江組合長との懇談会

売に関することなど、活発な質問・意見が交わされ
ました。試食後は利用に関する意見交換もおこなわ
れ、Ａコープめむろ店様と利用者（女性部役員）双
方の声を交わす、貴重な時間となりました。

　１月25日、ＪＡ大会議室で廣江組合長との懇談会
ならびに女性部懇談会が開催され、部員108名が参
加しました。
　廣江組合長との懇談会では、「職員の人材育成に
ついてどう考えるか」をテーマに、採用活動や新採
用職員の育成、長く務めていただくためのフォロー
アップについてをご説明いただき、ＪＡ事業に関す
る意見や質問にも回答いただきました。
　また、女性部懇談会では今年度の活動経過の報告
や、総会の開催方法などについて説明し、女性部事
業の相互理解を図りました。

　１月27日、めむろーどにて、第22回めむろの恵みフェスタ（同運営委員会主催）が開催されました。
　ＪＡコスモスの会は、会員が持ち寄った押し花シールや農産物などのフリーマーケット、女性部は「長
芋スムージー」（プレーン、ブ
ルーベリー、豆乳コーヒー、
黒ゴマきな粉の４種）の試飲
をおこないました。
　今年度は抽選会が復活した
こともあり、会場は多くの来
場者で賑わいを見せ、大盛況
のうちに終了しました。

―コスモスの会、女性部もフェスタを盛り上げました！―

「おいしい」と好評でした♪（女性部） コロナ明け初参加！（ＪＡコスモスの会）

第22回めむろの恵みフェスタ第22回めむろの恵みフェスタ

6



　１月26日、芽室町総合体育館でフレッシュミズスポ
ーツ大会が開催され、部員35名が参加しました。
　本年度は、昨年実施予定だったレクリエーションゲ
ームを基に役員で協議し、「新聞紙文字探し」「ボール（風
船）運び競走」「重さ当てゲーム」「スリッパ飛ばし」「片
足ロープ相撲」の５つのゲームを実施しました。どの
試合も白熱したゲームが繰り広げられ、最後まで優勝
チームがわからないゲーム展開に参加者は盛り上がり
を見せていました。
　大会後には、懇親会が企画され、部員同士の交流を
図ることができました。
　スポーツ大会の結果は以下の通りです。

　１月29日、芽室町保健福祉センターあいあい21でも
みじ会冬期学習会が開催され、会員28名が参加しました。
　講師に、生命の貯蓄体操普及会の鳥本ヒサ子氏をお
招きし、「腰痛予防と改善のために」と題し、生命の
貯蓄体操について教えていただきました。生命の貯蓄
体操とは、東洋医学の知恵を誰もが日常の健康づくり
に活用できるように考えられた体操です。
　本学習会では、「腰痛」「丹田呼吸法」などについて
ご講義いただいた後、体操実技をおこないました。丹
田呼吸法に合わせて、身体を緩めることを目的とした
体操のため、力まずに自分ができる範囲で動かすこと
がポイントとのことで、「家でも実践してみたい」と
楽しそうに取り組まれていました。

フレッシュミズスポーツ大会

もみじ会冬期学習会　～生
いのち

命の貯蓄体操で心身を調える～

１位を決める片足ロープ相撲接戦を制したのはメムピーチーム

講師 鳥本氏（写真右下）に
腰痛改善の動きを教わる参加者

たくさんのお申し込みをお待ちしています！

女性部部員募集中！�

お申し込み・お問い合わせは女性部事務局（営農部　営農情報課　ＴＥＬ６２－２３１３）まで。

　女性部では、令和６年度の新入部員を募集して
います。女性部の様々な活動や研修に一緒に参加
しませんか？フレッシュミズ、中堅、もみじ会の
３部制となっており、女性部全体での活動及び各
部で様々な研修や活動をしています。以前に脱退

された方で再加入を検討されている方、支部のな
い地域の方も芽室支部として活動できますのでご
相談ください。
　ＪＡめむろの正組合員またはその家族の女性で
あれば、どなたでも加入できますので、皆さんの
加入を心からお待ちしております。
　活動内容の詳細と入部申し込み書につきまして
は３月の全戸発送に同封した文書をご覧ください。

１位　メムピーチーム　　　　　３位　うし丸チーム
２位　まちるだいすけチーム　　４位　ポテ味チーム
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　　タオル寄贈で
　　　社会福祉活動！

青年部冬期研修会を開催～盟友79名が参加～

左から木村会長、中村部長

　青年部活動の一環として、１月22日に芽室町社会福
祉協議会（木村淳彦会長）へタオルを寄贈いたしまし
た。この活動は平成23年度の青年部50周年事業より毎
年おこなっており、今年で12年目となります。今年は、
青年部盟友が持ち寄ったタオル73枚を寄贈いたしまし
た。盟友の皆様、ありがとうございました。

　２月２日、盟友79名参加のもと冬期研修会を開催しました。
　「これからの農業経営者に向けて」と題して信用部組合員相談課の鶴島和磨係長に基調講演をいただき
ました。その後、常勤役員をはじめ役員の方々にもご出席いただき、支部活動、海外視察研修、国内視察
研修、ＰＲ活動、純農 Boy 活動報告をおこないました。
　また、冬期研修会終了後には交流会を開催し、その中で道内の各単組が作成した30秒ＣＭの中から全道
大会で入賞した作品を放映しました。
　青年部組織の結集強化と活動への意識や技術の向上が図られた研修会となりました。

組合員相談課　鶴島係長による基調講演 ＪＡ役職員を交えた交流会

　１月31日、農協連ビルでＪＡ十勝地区女性協議会　令和
５年度フレッシュミズ学習会が開催され、当フレッシュミ
ズ部員６名を含む、80名近くの十勝地区の部員及び事務局
が集いました。
　今年度は食‘ai 菜（くらあいな）の岡田五十鈴氏を講師
に迎え、「無添加に関する食と健康」と題した講演と「無
添加味噌玉作り」がおこなわれました。
　講演では、食品添加物が引き起こす身体の不調について
や、調味料を購入する際に注目するポイントなどのお話が
あり、参加者はメモを取りながら熱心に聞いていました。「無
添加味噌玉作り」では、キットを使って思い思いの味噌玉

を作成し、どのような具材を入れるのがオススメなのかなど、岡田氏に尋ねながら、学びのある楽しい時
間を過ごしました。

ＪＡ十勝地区女性協議会　フレッシュミズ学習会

参加したＪＡめむろフレッシュミズ部員
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十勝地区農協青年部協議会
上り線ブロック役員研修会

米田氏による講演会のようす

　２月６日、十勝地区農協青年部協議会
上り線ブロック役員研修会が開催されま
した。本年度はＪＡ新得町青年部が当番
単組となり、株式会社そらの米田健史代
表の講演会を聞いた後、「過疎化が進む
地方に対して何ができるのか」をテーマ
にグループディスカッションをおこない、
地方活性化に向けて今一度考えることの
できた研修会となりました。
　また、研修会終了後には懇親会をおこ
ない、他単組の盟友と青年部活動などの
情報交換で大いに盛り上がりました。

ＪＡめむろ農畜産物
加工調理体験施設「緑のめぐみ館」
利用料の改定について
令和６年４月１日から、「緑のめぐみ館」利用料を下記
の通り改定いたします。
� 単位：円

対　　　象 内　　　訳
利用料（税込）

変 更 後 現　　行

一般利用者
個人（１～９名） 1,210 1,100

団体（10名以上） 12,100 11,000

正組合員及び家族
個人（１～９名） 770 660

団体（10名以上） 7,700 6,600

ＪＡが所属組織のイベント準備 団体 3,850 3,300

ＪＡ・学校が主催する食育事業 無料 無料

小中学生 個人 770 660
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～労災保険について～
事業主並びにご家族が現在加入している労災保険を今一度ご確認ください!!

ご存知ですか～労災保険の強制加入～

労災事故申請手続きの押印が不要になりました！

◇労災についてのお問い合わせ◇　営農部営農情報課　TEL：６２－２３１３

第１種特別加入（中小事業主など）

第２種特別加入（特定農作業従事者）

　「労災保険」は、労働者の業務災害に備え
て補償を受けられる制度で、通常は事業主及
び家族従事者の加入はできません。
　しかし、事業主やその家族の方も労働者と
同じように作業される実情から「特別加入」
という形で労災保険に入ることができます。

※ 任意加入の場合でも、労働者の過半数が希望
する場合や事業主が特別加入している場合は
強制加入となります。

　従来より労災事故申請には雇用主や怪我された方の押印が必要でしたが、新型コロナウィルス感染症へ
の緊急対応を契機として行政手続きにおける「押印原則」が改正されました。
　労災事故がおきた場合は、電話で受付ができますので営農部営農情報課へご連絡をお願いします。
　※労働保険の年度更新手続きには押印をいただきますので、ご了承ください。

● 加入時に申請する所定労働時間内（準備・後始末の業務を含む）であれば、労働者と同等の補償が受
けられます。

※注意点
　・労働者を雇用している時間のみ補償されます。
　・労働者を雇う事業主及び家族従事者は特別加入できますが、特別加入のみでは加入できません。

●以下①～⑤の農作業事故のみ、補償の対象となります。
　　①動力により駆動する機械（トラクター、自走式作業機など）を使用する作業
　　②農作業に附帯する高さが２メートル以上の箇所での作業（建物などの修理は不可）
　　③サイロ、むろなどの酸素欠乏危険場所での作業
　　④農薬の散布作業中の怪我
　　⑤牛、馬、豚に接触、または接触するおそれのある作業
※注意点
　・第２種特別加入は、上記農作業以外で怪我を負っても労災保険の対象にはなりません。

常時５人未満 常時５人以上
法　人 強制加入
個　人 任意加入※ 強制加入

労働者

外部労働者 → 一般加入により補償されます

事業主・家族従事者 → 一般加入できません
特別加入で補償されます
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経済部
です

３・４月 購買事業カレンダー
日 曜日 行　　　　　　　　　　　事

３月４日 月
３月５日 火
３月６日 水
３月７日 木
３月８日 金
３月９日 土 閉所
３月10日 日 休日
３月11日 月
３月12日 火
３月13日 水
３月14日 木
３月15日 金
３月16日 土 閉所
３月17日 日 休日
３月18日 月
３月19日 火
３月20日 水 閉所　春分の日

日 曜日 行　　　　　　　　　　　事
３月21日 木
３月22日 金
３月23日 土 閉所
３月24日 日 休日
３月25日 月
３月26日 火
３月27日 水
３月28日 木
３月29日 金 棚卸休業
３月30日 土 棚卸監査休業
３月31日 日 休日
４月１日 月
４月２日 火
４月３日 水
４月４日 木
４月５日 金
４月６日 土 閉所

令和６年度　農業用使用済み資材の回収
　農業用使用済み資材の回収について下記の日程で実施いたしますので、分別などを徹底し、出荷のご協
力をお願いいたします。

【回収日程】
　　農業用廃プラ　　４/17（水）、６/18・19（火・水）、８/21（水）、11/18・19（月・火）
　　農薬空容器　　　６/20（木）、８/22（木）、10/10（木）、11/21（木）
　　※８月の回収は地区別懇談会の日程次第では回収日が前後する可能性があります。

【廃プラスチックのリサイクルについて】
　 　廃プラスチックは石炭に比べて発熱量が高い上、環境負荷も少ないことから付加価値の高いエネルギ

ー源となっています。

　１． 回収した廃プラスチックは工場にて破砕後に徹底した管理体制のもとで金属類、有毒なダイオキシ
ンを発生させる塩化ビニールを含むもの、燃料となる廃プラスチックに分別されます。

　２．破砕したものは圧縮、梱包され、火力発電用の燃料としてストックされます。

　３． 火力発電所にて整粒加工された後、燃焼し発電されます。プラスチック燃料１kg で電球１個（60W）
を約40時間点灯させる電気量に相当します。

　現在廃プラスチックの回収を依頼している処理業者の周辺では多くの火力発電用原料が保管されており、発
電所もあります。発火性一般ごみの混入によって火災が起きた場合、大規模な火災となり、電力供給不足や回
収業者の変更なども懸念されます。
　以上のことから、回収、運搬、資源開発工場における作業の効率化と安全性、災害の未然防止のためにも、
回収の段階で異物の混入を防ぐことがとても大切になってきますので、分別の徹底をお願いいたします。
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自動車共済の保障内容のご確認をお願いします！

現在の加入状況について少しでも不安な部分がある方はお気軽に
共済課までお問い合わせください。

TEL：６２－４２３４（共済課）

運転を始める方はいませんか？
お子様の進学・就職にあたり、お車の運転を始める方が多くなります。
お子様の年齢や、生活される場所によっては保障内容の変更が必要
となる場合があります。
年齢条件が限定されていると、もしもの時に保障の対象外となって
しまいますので、年齢条件の確認をお願いします。
また、お子様へご自分の契約を譲る場合は「同居の親族」のみに譲
ることができるため、必ずお引越しの前にお手続きをお願いします。

新しいお車は増えていませんか？
新たに車を取得された場合は、速やかにお手続きをお願い
します。
また、納車前でも新しいお車の車検証があればお手続き可
能となりますので、事前に共済課までご相談ください。
買い替えの場合、契約対象のお車が異なっていると共済金
をお受け取りいただけない場合があります。必ず車両入替
のお手続きをお願いします。

トラクターの車両保障を見直しませんか？
春から使用されるトラクターについて、車両保障の付帯がない場合、
事故に遭われた際、修理費が全額自己負担となってしまいます。
新たに車両保障の付帯をご検討されている方につきましては、使用前
に共済課までご相談ください。
また、冬の期間に車両保障のみご解約をされた方につきましても、
再度付帯のお手続きをいただきますようお願いします。

共済課からお知らせ
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ＪＡバンクからの大切なお知らせ

高校生向けインターンシップを開催しました！

ワーク学習に励む参加者

　帯広南商業高校生徒を対象としたインターンシッ
プを開催いたしました。２月６日・７日の２日間で
実施し、計９名の生徒が参加しました。
　インターンシップでは、当組合の事業説明をはじ
め、ワーク学習、施設見学をおこないました。ワー
ク学習では、職員の業務体験として「インスタグラ
ム投稿」を実施し、参加した生徒は、芽室町の特産
物やほ場の風景を見ながら、どのような投稿文章が
良いか積極的に意見を交わし、時に楽しみながらワ
ークに取り組んでいました。生徒からは、「芽室町
の農業について学ぶことができた。」、「ＪＡの特産
物が知れたため、次はこれらを使ったオリジナルレ
シピを考えてみたい。」などの声が聞かれました。
　今回のインターンシップを契機に、当組合の存在
を認知いただけるよう、広報活動につとめてまいり
ます。

　いつもＪＡバンクをご利用いただきありがとうございます。
　このたびＪＡバンクではお客様へのサービスや利便性向上を目的としたシステム更改に伴い、誠に勝手
ながら、ＡＴＭ・ＪＡネットバンクなどのサービスを一時休止させていただきます。
　ご不便をお掛けしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

休止日

2024年
（令和６年）

３月10日
日曜日
全取引休止
６：30−９：00

７月14日
日曜日
全取引休止
６：30−９：00

４月29日
月曜日（祝）
一部取引休止
０：00−24：00

７月15日
月曜日（祝）
一部取引休止
０：00−24：00

５月18日
土曜日
全取引休止

21：00～翌８：00

８月17日
土曜日
全取引休止

21：00～翌８：00

５月26日
日曜日

一部取引休止
０：00−24：00
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農業者年金に加入して安心で豊かな老後を！

加入申し込み・お問い合わせは、営農部 営農情報課 TEL62－2313 まで
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理 事 会 だ よ り
第11回（１月12日開催）

・議案第１号　乳牛導入奨励対策の実施について
・議案第２号　�緑肥いもち病のＪＡ独自対策（見

舞金）について
・協議案１　　�令和６年度事業計画に係る基本方

針について

第12回（１月26日開催）
・議案第１号　�固定資産の取得について（音響設

備他）
・議案第２号　出資金の譲渡承認について
・議案第３号　出資金の減口承認について
・協議案１　　令和６年度事業計画の設定について
・協議案２　　�食品加工施設（プラットホームの

改修、薄さや抜き機の導入及びボ
イラの更新）の取り進めについて

報告事項
１　令和５年度第３四半期内部監査結果報告について
２　第３四半期コンプライアンスに係る対応状況について

３　みのり監査法人の期中監査結果について
４　コンプライアンスマニュアルの一部変更について
５　 余裕金の運用状況（令和５年度第３四半期末）

について
６　 令和５年度めむろファーマーズマーケット「愛

菜屋」の運営結果について
７　 食品加工事業の販売・製造報告およびジェイ

エイめむろフーズ（株）12月末財務実績につ
いて

８　令和５年度堆肥センター12月末稼働実績について
９　組合員の加入・脱退状況について
10　 特定・経営状況確認組合員の令和５年度営農

決算について
11　利益相反取引に係る貸付報告について

第13回（２月８日開催）
・議案第１号　�食品加工施設（第３工場給排気設

備）の取り進めについて

第12回理事会は農協女性部役員の傍聴のもと開催
されました。

第16回　協同組合と報徳
　前回までは当ＪＡが事業運営していくための基本的なルールが定められている定款の内容を抜粋しなが
ら紹介してきました。ＪＡについての理解が、少しでも深まるものになっていただけたら幸いです。
　今月号からは、一般財団法人北海道報徳社から出版されている『報徳生活読本』から、協同組合と報徳
の結びつきについて紹介していきます。

そもそも報徳とは…？
　報徳とは、二宮尊徳が、その生涯の生活と体験を通じて社会道徳の規範を考え、人間として社会生活を
おこなうための行動の基本となるものをつくり、自ら実践し、それをそのまま雛形として後世に伝えられ
たものです。その特色は、生活信条となる道徳、即ち生活やモラルなど一般的な道徳活動と経済活動は、
別々なものであってはならないとされています。
◆協同組合運動の実践思想＝報徳◆
＜新たな協同組合の誕生と報徳＞
　戦後は農業協同組合法などの法律により、現在の協同組合組織が誕生していますが、これらの組織の背
景として、報徳思想が大きな役割を果たしてきました。
　当時の疲弊した農漁村地域では、経営の安定化のためには、何よりも報徳で言う「心田開発」（人間の
心も田畑のように耕さないと新しい
芽は育たないという考え方）必要で
あると考えました。経営の安定化を
はかるためにも組合員の意識の向上
が必要であり、受け身意識を改革し
て自立的で意欲的な組合員意識の醸
成をめざしました。また、組合が地
域に責任を持ち、主体的な組合運営
を進めることが、将来の農漁村地域
の社会的地位の向上へとつながるも
のと考えていました。

連載ＪＡの基礎【報徳編】

　個々人がゆとりある生活をし、それが経済的に協同組合というものに団結し
て始めて経済的地位も高まってくる。
　それを各々がだらしのない生活をして、夢のようなことばかり考え、現実を
見ないで、ただ協同組合を作って団結さえすれば、われわれの生活は豊かにな
る、社会的地位が向上するなどという考えはナンセンス。
　自分たち一人一人が豊かになることをまず考えてゆけば、協同組合は「経済
的地位の向上」をはかることにも役立つであろうし、自分の職業というものに
自覚と誇りを持つことによって、「社会的地位の向上」をはかることもできる。

元ホクレン会長　小林翁語録

（H22.10.15発行　北海道報徳情報別冊31号より一部抜粋）
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二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は４月号に掲載いたします。

２月号の
解　　答

ＡＢＣＤＥ
シユプール

１ ３月下旬から４月上旬までの学校
の休暇

２ イエスの反対語
３ 俳句や和歌で規定より音数が多い

もののこと
４ いいかげんなことはしません
６ 海に潜って貝などを採ります
９ どこからか梅の花の――が漂って

きた
10 卒業生が校長からの卒業――を授

与された
11 捕手とバッテリーを組みます
13 原稿――、投票――
14 雨宿りのときに借ります
16 姫路や彦根、松本のものが有名

ヨコのカギ

２ 歌のうまさを競うイベント
５ 釣りで使う擬餌針のこと
７ 舌で感じ取るもの
８ 日本一高いものは3776ｍありま

す
９ 「峠の――」は群馬県・JR 横川駅

の名物駅弁です
11 人や車が行き来する道のこと
12 このような役を演じられるとは役

者――に尽きます
14 ものを記憶する器官
15 ホルスタイン、ジャージーといえば
16 寄せ書きに使ったりサインをもら

ったり
17 ホワイトデーに贈ることもある、

ふわふわと軟らかいお菓子

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

さ
ら
に
今
後
の
代
議
士
は
断
然
農
民
代

表
を
お
く
ろ
う
と
決
議
し
た
産
組
長
野

大
会
の
昭
和
十
年
に
は
じ
ま
る
よ
う
で

あ
る
。

　
本
道
で
も
、
翌
十
一
年
の
道
議
改
選

で
は
幡
野
八
雲
、
大
東
東
瀬
棚
、
太
田

名
寄
、
楠
木
大
正
、
飯
田
野
付
牛
、
村

上
比
布
、
松
本
和
寒
、
正
源
豊
浦
、
蒔

田
羽
幌
、
北
板
谷
農
場
、
吉
田
静
内
の

各
組
合
長
を
は
じ
め
、
山
田
（
利
）、

田
中
、
香
川
、
平
田
、
高
倉
、
村
田
、

山
田（
正
）と
い
つ
た
農
村
人
が
進
出
、

さ
ら
に
産
業
組
合
党
、
農
民
党
結
成
論
の
ボ
ツ
発
に
乗
じ
て
、
北
勝
太
郎
氏
が

中
心
に
な
つ
て
日
本
革
新
農
村
協
議
会
の
組
織
運
動
を
は
じ
め
る
に
至
つ
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
つ
い
て
「
党
派
支
持
に
関
し
て
組
合
内
部
の
意
見
が
分
裂

対
立
し
て
は
、
内
部
抗
争
が
起
き
る
。
ロ
ツ
チ
デ
ー
ル
の
先
駆
者
が
政
党
に
は

中
立
を
堅
持
す
る
原
則
を
た
て
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
の
批
判
も
当
然
起
き

て
、
賛
否
両
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
今
日
な
お
農
協
運
動
の
課
題

と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
昭
和
十
五
年
の
道
議
改
選
に
は
十
一
人
の
組
合
長
と
十
人
の
組
合
理

事
監
事
が
当
選
芽
室
か
ら
安
達
辰
寿
氏
が
堂
々
と
道
会
に
進
出
し
十
七
年
の
代

議
士
選
に
は
黒
沢
、
安
孫
子
、
深
沢
、
北
、
吉
田
、
奥
野
氏
ら
が
当
選
。
道
議

も
国
会
も
農
業
人
で
定
員
の
三
分
の
一
を
超
え
る
議
席
を
獲
得
し
た
の
で
あ
つ

た
。
こ
れ
は
や
は
り
農
民
の
発
言
力
の
進
展
と
い
え
る
。
と
く
に
統
制
時
代
を

む
か
え
、
政
府
あ
る
い
は
道
庁
と
の
交
渉
に
こ
れ
ら
農
村
政
治
家
の
存
在
は
農

民
の
た
め
少
な
か
ら
ず
利
益
が
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

 

（
四
月
号
に
つ
づ
く
）

全中の甲斐監査士（左の黒背広）をむかえて
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防
空
壕
で
事
務
も

　
戦
時
統
制
は
、
農
家
に
選
択
の
自
由
を
あ
た
え
な
か
つ
た
。
命
じ
ら
れ
た
も

の
を
作
る
よ
り
仕
方
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
農
業
会
の
仕
事
も
、
そ
の
頃
農
家
の
敬
遠
し
た
が
る
亜
麻
、
甜
菜
、
燕
麦
な

ど
の
軍
用
作
物
を
つ
く
つ
て
も
ら
う
よ
う
督
励
し
て
歩
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ

た
。
冬
に
な
る
と
、
馬
ソ
リ
班
を
編
成
し
て
、
山
奥
に
ま
で
説
得
に
ゆ
く
。
ト

ラ
ツ
ク
や
除
雪
の
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
な
ど
は
み
た
く
て
も
な
か
つ
た
。
そ
の
馬
も

微
用
に
残
つ
た
も
の
で
、
ロ
ク
な
も
の
が
い
な
か
つ
た
。

　
価
格
も
丸
公
で
お
さ
え
ら
れ
、
手
数
料
も
き
ま
つ
て
い
た
し
、
組
合
の
仕
事

を
や
つ
て
き
た
も
の
に
は
、
事
務
的
に
楽
で
は
あ
つ
た
が
、
反
面
き
わ
め
て
機

械
的
な
も
の
で
、
農
家
に
は
何
ら
の
う
ま
味
も
な
か
つ
た
。

　
職
員
六
十
名
ば
か
り
の
う
ち
、
大
半
が
召
集
さ
れ
て
女
子
職
員
ば
か
り
う
ん

と
い
た
。
中
田
、
菊
地
と
い
つ
た
幹
部
ど
こ
ろ
が
第
一
線
に
立
つ
て
販
売
を
や

り
、
購
買
も
や
り
、
集
金
も
し
て
歩
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

　
昭
和
二
十
年
七
月
十
四
、五
両
日
、
こ
の
町
の
空
に
も
敵
機
グ
ラ
マ
ン
が
飛

び
回
つ
て
、
と
な
り
の
本
別
な
ど
は
相
当
や
ら
れ
た
が
、
一
番
大
事
な
貯
金
業

務
は
防
空
壕
の
な
か
で
や
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
毎
朝
国
旗
掲
揚
の
の
ち
点
呼
が
あ
つ
て
、
安
達
会
長
に
対
し
「
カ
シ
ラ
ー
中

ツ
」
と
、
軍
隊
調
の
敬
礼
を
行
い
、「
総
員
何
名
、
事
故
何
名
」
と
報
告
、
さ

連載 № 40

【
第
三
篇
：
戦
時
中
の
農
業
・
農
民
と
政
治
】

ら
に
「
誰
々
は
本
日
防
空
壕
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
」
な
ど
と
、
銃
後
は
銃
後
で
張
切
つ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
自
警
団
も
組
織
し
た
。
供
出
に
は
暮
も
正
月
も
な
か
つ
た
。
十
二
月
三
十
一
日
も
供
出
督
励
に

馬
ソ
リ
で
回
つ
た
り
、
元
旦
に
雪
の
中
で
脱
穀
し
て
い
る
農
家
が
沢
山
あ
つ
た
。
雪
の
上
に
敷
く

も
の
も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
元
旦
と
い
え
ば
、
そ
の
日
に
経
済
調
査
庁
の
お
役
人
が
供
出
量
な

ど
を
調
べ
に
き
た
こ
と
も
あ
る
。

　
肥
料
な
ど
は
こ
と
に
ひ
ど
か
つ
た
。
一
反
に
つ
き
百
匁
と
か
百
五
十
匁
と
か
、
コ
マ
ギ
レ
で
配

給
に
な
る
の
だ
。

　
そ
れ
が
終
戦
の
年
の
冬
に
な
る
と
、
昭
和
二
年
以
来
の
大
凶
作
が
ハ
ツ
キ
リ
し
た
。
し
か
も
人

心
が
ヤ
ケ
ク
ソ
の
荒
れ
放
題
。
朝
鮮
人
が
に
わ
か
に
肩
で
風
を
き
り
は
じ
め
、
こ
う
し
た
対
策
に

農
業
会
も
手
を
や
い
た
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
や
つ
て
き
た
の
が
ペ
ー
ジ
旋
風
で
安
達
、
菊
地
氏

ら
を
は
じ
め
翼
賛
会
、
郷
軍
な
ど
に
関
係
し
た
人
た
ち
は
芽
室
農
業
再
建
の
た
め
貴
重
な
身
で
あ

り
な
が
ら
公
職
追
放
の
憂
身
を
み
た
の
だ
つ
た
。

目
覚
し
い
政
治
へ
の
進
出

　
戦
後
の
農
業
界
の
大
き
な
改
革
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
方
針
に
よ
つ
て
生
れ
た
農
地
改
革
と
農
協

組
の
設
立
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
み
の
が
せ
ぬ
も
の
は
、
農
民
の
政
治
に
対
す
る
発
言
権
の
増
大

と
そ
の
成
果
で
あ
ろ
う
。

　
か
つ
て
、
金
権
資
本
の
下
に
、
し
い
た
げ
ら
れ
通
し
だ
つ
た
農
民
が
、
今
日
の
よ
う
に
政
治
に

発
言
権
を
持
つ
た
こ
と
は
、
そ
の
昔
か
ら
み
れ
ば
驚
異
の
こ
と
で
、
と
く
に
戦
後
三
回
行
わ
れ
た

知
事
公
選
は
い
ず
れ
も
農
民
票
の
動
向
に
よ
つ
て
勝
敗
が
決
し
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
め
ざ
ま
し

い
も
の
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
農
民
運
動
と
関
連
あ
る
が
、
最
近
一
部
に
批
判
さ
れ
る
農
民
運
動
各
団
体
は

と
も
か
く
と
し
て
、
か
つ
て
の
産
組
運
動
そ
の
も
の
に
、
今
日
の
成
果
を
生
み
出
す
母
胎
が
あ
つ

た
と
み
る
向
も
少
く
な
い
。

　
官
権
の
圧
迫
と
商
業
金
権
資
本
の
強
圧
に
た
ま
り
か
ね
て
、
か
つ
て
の
農
業
人
た
ち
は
産
組
運

動
を
通
じ
て
、
こ
れ
と
た
た
か
い
、
や
が
て
自
ら
政
治
に
進
み
、
農
民
の
立
場
を
強
め
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
今
日
の
組
合
運
動
を
語
る
の
に
欠
か
せ
ぬ
要
素
で
あ
ろ
う
。

　
農
業
人
が
政
治
に
関
心
を
持
つ
た
の
は
、
反
産
運
動
に
対
抗
し
て
東
京
に
座
り
こ
み
の
あ
と
、
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